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2019年度2019年度

問合先　財政課

新
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
３
１
４
億

５
千
万
円
、
特
別
会
計
と
企
業
会
計
を
合
わ

せ
て
総
額
５
９
０
億
３
７
５
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
て
一
般

会
計
は
３・８
％
、
総
額
で
２・０
％
減
少
し

ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
大
型
の
工
場
や
店
舗
の
新
築

で
固
定
資
産
税
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
市
税
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
市
道
56
号
線
改
良
事
業
費
や
可

児
駅
前
線
街
路
事
業
費
の
減
少
な
ど
で
市
債

も
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。

歳
出
に
つ
い
て
は
左
記
参
照
。

今
年
度
の
主
な
事
業

①
大
河
ド
ラ
マ
活
用
を
は
じ
め
と
し
た

①
大
河
ド
ラ
マ
活
用
を
は
じ
め
と
し
た

　
観
光
施
策

　
観
光
施
策

大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
の
放
映
を

契
機
に
、市
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
し
ま
す
。

ま
た
、
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
可
児
大
会
を
開

催
し
、
引
き
続
き
山
城
を
活
用
し
た
観
光
施

策
も
行
い
、交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

②
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・
ア
ー
ラ

②
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・
ア
ー
ラ

　
大
規
模
改
修
工
事

　
大
規
模
改
修
工
事

開
館
か
ら
17
年
目
を
迎
え
る
ア
ー
ラ
の
安

全
対
策
や
、
経
年
劣
化
に
伴
う
工
事
を
２
年

に
わ
た
っ
て
行
い
ま
す
。

③
新
た
な
工
業
団
地
の
整
備

③
新
た
な
工
業
団
地
の
整
備

東
海
環
状
自
動
車
道
可
児
御
嵩
Ｉ
Ｃ
周
辺

の
利
便
性
を
生
か
し
た
工
業
団
地
開
発
の
調

査
を
行
い
ま
す
。優
良
企
業
の
誘
致
を
進
め
、

新
た
な
雇
用
の
場
の
創
出
と
地
域
の
経
済
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

④
オ
ー
ト
コ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

④
オ
ー
ト
コ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

豪
雨
時
に
浸
水
や
土
砂
災
害
な
ど
の
危
険

性
が
あ
る
区
域
に
住
む
要
配
慮
者
に
、
避
難

情
報
を
自
動
的
に
電
話
で
お
知
ら
せ
し
、
迅

速
な
避
難
を
促
し
ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
員

を
対
象
に
火
災
情
報
を
同
様
に
お
知
ら
せ

し
、
速
や
か
に
消
火
活
動
が
で
き
る
体
制
を

取
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

⑤（
仮
称
）可
児
あ
ん
き
ク
ラ
ブ
の
新
設

⑤（
仮
称
）可
児
あ
ん
き
ク
ラ
ブ
の
新
設

高
齢
者
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
、
原
則
75
歳

以
上
の
市
内
在
住
者
の
全
員
が
加
入
す
る
組

織
を
つ
く
り
ま
す
。
民
生
児
童
委
員
な
ど
が

訪
問
し
た
り
、
高
齢
者
に
特
化
し
た
通
信
を

配
布
し
た
り
と
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

民生費　110億2,985万円（－1,712万円）…⑤
子ども、高齢者、障がい者などの福祉に使います

総務費　45億6,763万円（－10億7,091万円）…①
選挙や戸籍の事務費、市の財産管理などに使います

教育費　43億1,883万円（＋8億9,807万円）…①②
学校、文化財など教育に使います

土木費　36億9,463万円（－14億189万円）
道路や公園、住宅、河川などの整備に使います

公債費　26億2,451万円（＋2億6,931万円）
市債の返済に使います

衛生費　23億6,867万円（－2,444万円）
ごみ処理、リサイクル、保健衛生などに使います

消防費　11億1,469万円（－4,949万円）…④
消防活動、地域防災組織など災害対策に使います

商工費　8億962万円（＋1億8,673万円）…①③
商工振興、観光に使います

その他　9億2,157万円（－2,026万円）

市税　146億9,800万円（＋3億7,660万円）
市民税、固定資産税、都市計画税、軽自動車税
などです

国庫支出金　34億9,244万円
（－3億4,655万円）

地方交付税　21億7,200万円
（＋3億2,000万円）

市債　20億8,230万円（－9億7,690万円）
施設の建設や土木工事など多額の費用を要する
とき、世代間の公正な負担を図るため、費用の
一部を金融機関などから借り入れる資金です

県支出金　19億7,527万円（＋5,935万円）

地方消費税交付金　17億5,000万円
（＋1億5,000万円）

諸収入　16億7,698万円（＋6億3,364万円）

繰入金　15億3,813万円
（－14億3,769万円）

繰越金　5億円（増減なし）

その他　15億6,488万円（－845万円）

314億5,000万円一般会計特別会計

企業会計

（カッコ内は昨年度比、丸数字は下記事業に該当）
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歳出歳入区　　分 金　　額

国民健康保険事業 107億3,800万円

後期高齢者医療 12億700万円

介 護 保 険 70億8,170万円

自 家 用 工 業 用
水 道 事 業 1億6,000万円

農業集落排水事業 1億7,500万円

可児駅東土地区画
整 理 事 業 2億90万円

財産区（5地区の計） 2,990万円

合　　　計 195億9,250万円

区　　分 金　　額

水 道 事 業 31億1,100万円

下 水 道 事 業 48億8,400万円

合　　　計 79億9,500万円
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一般会計当初予算額の推移

　可児市の財政状況は健全な状態を維持していますが、
高齢化による社会保障費の増加など社会環境の変化に
伴い厳しい状況にあります。各事業を精査し、限られ
た財源を有効に活用する予算運営を行っています。

6広報かに  2019.47 広報かに  2019.4


